
（別紙３）

～ 令和7年　1月　20日

（対象者数） 26名 （回答者数） 13名

～ 令和7年　1月　15日

（対象者数） ７名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・アンケートやヒアリングを活用し、利用者や保護者の意見

を積極的に取り入れる。

2

・地域の専門機関や他の事業所と連携し、支援の幅を広げ

る。

3

・ICTツールを活用し、業務の効率化と情報共有を強化す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スタッフの採用活動を強化し、働きやすい環境づくりを進

める。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス事業所「たいよう」

○保護者評価実施期間
令和6年　12月　27日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・スタッフの人数が限られており、対応に余裕がない場合があ

る。

・人員確保が難しく、採用や研修の機会が限られている。

・利用者一人ひとりに寄り添った個別対応を重視している。 ・利用者の興味や特性に応じた活動プログラムを定期的に見直

している。

・高学年に向けた支援内容に特化している。 ・スタッフ間でのケース会議を定期開催し、支援の質を向上さ

せている。

・家庭や学校との連携を大切にし、情報共有を密に行ってい

る。

・保護者向けの交流会を実施し、支援の継続性を高めている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和7年　1月　20日

（対象者数） 18名 （回答者数） 6名

～ 令和7年　1月　15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・アンケートやヒアリングを活用し、利用者や保護者の意見

を積極的に取り入れる。

2

・地域の専門機関や他の事業所と連携し、支援の幅を広げ

る。

3

・ICTツールを活用し、業務の効率化と情報共有を強化す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スタッフの採用活動を強化し、働きやすい環境づくりを進

める。

2

・補助金や助成金の活用を検討し、設備改善に図る。無料で

借りられる施設の活用をし、外での活動を増やす。

3

・利用者一人ひとりに寄り添った個別対応を重視している。 ・利用者の興味や特性に応じた活動プログラムを定期的に見直

している。

○事業所名 放課後等デイサービス事業所「キラ」

○保護者評価実施期間
令和6年　12月　27日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年　12月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・様々な学年や性別によって一人ひとりにしっかりとした対応

を都度取れている。

・スタッフ間でのケース会議を定期開催し、支援の質を向上さ

せている。

・家庭や学校との連携を大切にし、情報共有を密に行ってい

る。

・保護者向けの交流会を実施し、支援の継続性を高めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・スタッフの人数が限られており、対応に余裕がない場合があ

る。

・人員確保が難しく、採用や研修の機会が限られている。

・設備やスペースが十分ではなく、活動の幅が制限されること

がある。

・施設の設備投資のための予算確保が課題となっている。

事業所における自己評価総括表公表


